
人権のひろば
2024年9月号

目　次
第159号

本誌の売上金は、全国人権擁護委員連合会等の活動を助成しています。

表紙の説明（世界人権宣言啓発書画）� 公益財団法人人権擁護協力会所蔵
第 4条　「鎖」
　監獄の象徴である鎖が開かれていることにより「拘束からの自由」を表したもの

特別寄稿
罪を犯した人の人権と社会課題を考える� 名執　雅子　1
人権インタビュー
子どもの最善の利益を保障するには子ども自身の意見を�
尊重し反映することが大切です� 内田　塔子　6
■第72回全国人権擁護委員連合会総会における�
　法務省人権擁護局長説明� 杉浦　直紀　12
エッセイ
「格差」について� 早瀬詠一郎　14
憲法と人権
財産権と営業の自由� 植野妙実子　16
第42回 全国中学生人権作文コンテスト中央大会
こんな姿でまたの再会を� 小田孝太朗　18�
夢への架け橋� 田端　美海　20
論説
科学的に特別支援教育をサポートする応用行動分析学（ABA）
～すべてのこどもと教員のために～� 松田幸都枝　22
書を愉しむ
アフガンの息子たち� 甲野　惠美　26
■人権東西南北／金森 惠子・宮崎 永次・村上 勝浩� 27
医療と健康
新型タバコは安全か？� 川上　一恵　30
家庭問題カウンセリングルーム
こころのフタ� 西田　俊男　32
■困ったら 一人で悩まず 行政相談�
　～総務省の行政相談～�
� 総務省行政評価局行政相談企画課　39

●全連の活動� 34
●協力会の活動� 40
●法務省だより� 41
●編集後記� 41

41 2024.9●人権のひろば

編
集
後
記

令
和
５
年
度「
こ
ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミニレ
タ
ー
」事
業
の
実
施
結
果
等
に
つ
い
て

１「
こ
ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
」事
業
に
つ
い
て

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、
こ
ど
も
の
人
権
問
題
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
平
成

18
年
度
か
ら
「
こ
ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
（
料
金
受
取
人
払
の
便
箋
兼
封

筒
）」
の
配
布
を
開
始
し
、
平
成
20
年
度
以
降
、
全
国
の
小
・
中
学
校
﹇
中
等
教
育
学
校

（
前
期
課
程
）、
義
務
教
育
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
（
小
学
部
及
び
中
学
部
）
を
含
み

ま
す
﹈
の
全
て
の
児
童
・
生
徒
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
レ
タ
ー
の
事
業
は
、
親
や
学
校
に
は
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
ど
も
た
ち

の
悩
み
ご
と
を
把
握
し
、
学
校
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
こ
ど
も
を
め
ぐ

る
様
々
な
人
権
問
題
を
解
決
す
る
方
策
の
一
つ
と
し
て
社
会
的
に
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

２ 

令
和
５
年
度
「
こ
ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
」
事
業
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
全
国
の
小
・
中
学
校
に
１
，１
３
５
万
９
，１
０
９
枚
の

ミ
ニ
レ
タ
ー
を
配
布
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
こ
ど
も
た
ち
か
ら
送
付
さ
れ
た
ミ
ニ
レ

タ
ー
は
７
，０
６
２
通
で
あ
り
、令
和
４
年
度
と
比
べ
て
１
，０
８
５
通
（
約
13
・
３
％
）

減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
、ミ
ニ
レ
タ
ー
に
よ
る
相
談
の
受
理
件
数
は
７
，５
１
１
件
で
あ
り
、こ
の
う
ち

主
な
相
談
内
容
は
、
い
じ
め
に
関
す
る
も
の
が
２
，１
２
６
件
（
約
28
・
３
％
）、
虐
待

に
関
す
る
も
の
が
３
１
２
件
（
約
４
・
２
％
）、
体
罰
に
関
す
る
も
の
が
26
件
（
約
０
・

３
％
）
で
し
た
。

３ 

令
和
６
年
度「
こ
ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
」事
業
に
つ
い
て

本
年
度
は
、
５
月
24
日
か
ら
、
順
次
ミ
ニ
レ
タ
ー
の
配
布
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ

ど
も
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、
児
童
・
生
徒
が
自
由
に
手
に
取
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
学
校
、
児
童
相
談
所
、
児
童
館
等
の
公
共
施
設
の
ほ
か
、
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
、
こ
ど
も
食
堂
へ
の
備そ

な
え

付
け
を
積
極
的
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。

４ 

こ
ど
も
の
人
権
問
題
に
関
す
る
そ
の
他
の
取
組

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、
ミ
ニ
レ
タ
ー
の
ほ
か
、
専
用
相
談
窓
口
「
こ
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
」（
０
１
２
０
–
０
０
７
–
１
１
０
）や
「
こ
ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
–

ｅ
メ
ー
ル
」、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
じ
ん
け
ん
相
談
」な
ど
、様
々
な
手
段
を
用
意
す
る
こ
と
で
、

こ
ど
も
た
ち
が
相
談
し
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
パ
リ
２
０
２
４
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ニ
ュ
ー
ス
が
テ
レ
ビ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
画
面
か
ら
流
れ
て
く
る
中
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
地
区

の
凄
惨
な
状
況
も
目
に
入
る
。
こ
れ
か
ら
の
世
界
、
未
来
は
ど
う
な
っ
て
い
く

の
だ
ろ
う
。

▼
特
別
寄
稿
で
名
執
雅
子
氏
は
「
刑
務
所
在
所
者
の
罪
名
で
は
男
女
と
も
窃
盗

と
覚
醒
剤
取
締
法
違
反
が
多
い
」と
語
ら
れ
て
お
り
、ち
ょ
っ
と
意
外
で
し
た
。

罪
を
犯
し
た
人
の
人
権
と
社
会
課
題
に
つ
い
て
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▼
人
権
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
内
田
塔
子
氏
は
「
国
連
・
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
が

一
貫
し
て
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
は
、
子
ど
も
の
意
見
の
尊
重
と
反
映
で
あ

り
、
対
等
且
つ
相
互
尊
重
の
対
話
の
先
に
こ
そ
『
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
』
が

あ
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
社
会
の
宝
で
あ
る
「
子
ど
も
」
の
人
権
を

尊
重
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

▼
憲
法
と
人
権
で
植
野
妙
実
子
氏
は
「
自
分
の
も
の
を
自
分
の
も
の
と
い
え
る

よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
『
権
利
』
の
観
念
が
生
ま
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、

所
有
権
は
す
べ
て
の
権
利
の
源
で
も
あ
る
」
と
い
う
こ
と
、
財
産
権
と
営
業
の

自
由
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▼
論
説
で
松
田
幸
都
枝
氏
の
い
う
と
お
り
、
科
学
で
あ
る
「
応
用
行
動
分
析
学

（
Ａ
Ｂ
Ａ
）」
は
、
人
が
豊
か
に
生
き
て
い
く
た
め
に
使
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

応
用
行
動
分
析
学
（
Ａ
Ｂ
Ａ
）
を
ぜ
ひ
教
育
現
場
に
取
り
入
れ
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
川
上
一
恵
氏
の
医
療
と
健
康
「
新
型
タ
バ
コ
は
安
全
か
？
」
で
は
、
少
子
化

の
時
代
、
生
ま
れ
て
く
る
数
少
な
い
こ
ど
も
を
大
切
に
育
て
る
た
め
に
も
、
喫

煙
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
世
界
で
は
未
だ
「
戦
争
」と
い
う
名
の
究
極
の
人
権
侵
害
が
続
い
て
い
ま
す
。

戦
争
こ
そ
人
権
蹂じ
ゅ
う

躙り
ん

の
最
た
る
行
為
。
終
結
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

 

高
木
亀
介

法
務
省
（
人
権
擁
護
局
）
だ
よ
り
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